
（別紙３）

～ 2025年　8月　31日

（対象者数） 20名 （回答者数） 13名

～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

環境にあわせた具体的なアドバイスや助言ができるよう幅広

い知識の習得できるよう他職種の意見を聞くことや研修等を

実施していきます。

2

理念でもあるように、保護者の方も含め笑顔になるお手伝い

であったり、自分らしい子育て方法をみつけていったりでき

る場としてサポートしていきたいです。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保健師さんや保育園の先生と連携していく

2

いい機会なので、子どもの様子を観察してもらうこともいい

ことを伝えながら、保護者の趣味やお仕事などを持参されて

もよい環境を整えていきたいです。

3

全職員が子育て経験のある職員であり、10年以上の療育経験

がある職員が常勤でいること。

個々に応じた具体的な助言をすることができるように心がけて

います。

話がしやすい雰囲気があり、保護者様との距離が近くフレンド

リーな関係性を築くことができている

お母さんだけでなく、お父さんが来られる家族も多く相談以外

の話もするようにしているところや、前回の話の続きなど話の

内容を忘れないように努めていること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用者数が少ないこと
発達検査等が受けることができないこと、相談支援から繋がり

にくい（同じ法人の事業所を紹介されることが多い）ところ。

まわりにお店屋さん等がないこと
部屋数が少なく、別室で待っていただくお部屋を提供すること

ができていない。

2025年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　11月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 親子のがっこう

○保護者評価実施期間
2025年　8月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

親子のがっこう
公表日 2026/1/19

利用児童数 2025年8月1日～8月30日（20名） 回収数 13

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

13

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

13

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

11 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

12 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

12 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
13

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 13

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

12 1

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

13

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
13

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。

12 1

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
13

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

12

保

護

者

へ

の

説

明

等

今後も感染を広げないように、使用した

机や玩具など、特に口に入れてしまった

玩具等は洗浄、消毒を徹底していきま

す。

引き続き、特性や成長に合わせ、また園

の中での運動や操作などの状況に合わせ

て設定をおこなっていき、前もって練習

していくことでお子様の自信につなげて

いきます。

引き続き、支援の内容については保護者

の方の話をききながら必要な部分の練習

をしていきます。

今後もニーズを把握するためにも保護者

の方とのお話をする時間を大切にしてい

きます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

一緒に療育を見てくださる保護者の方が

多いので、その都度、家庭でのこと、

きょうだい関係のこと、園のことなどの

話を聞かせていただいているので、引き

続き、生活の中からの必要な本人支援を

考え、生活の中でできることを増やして

いけるよう具体的な支援をおこなってい

きます。

目標に沿った内容を、細分化をすること

でスモールステップで達成に向けた支援

プログラムを提供しています。

個別支援計画に沿って練習しているた

め、固定化することは今後もありませ

ん。

児童発達支援を利用しているお子様全員

が保育園に所属されていることから、親

子のがっこうとして地域との交流する機

会は考えていません。

契約時に説明をおこなうようにしていま

す。また、本棚にいつでもみれるよう今

後も置いておきます。

個別支援計画を見せながらの口頭説明と

支援内容を読んでいただいてから同意の

サインをいただくよう今後もおこなって

いきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

一緒に同席してくださる保護者の方が多

いため、子どもが集中しやすい距離や運

動時などで移動していただきながら狭い

部屋の中でも活動に支障がでないようス

ペースの確保を考えていきたいと思いま

す。認知課題時は、小さな空間の集中し

やすい部屋を提供したり、マット運動や

鉄棒などをおこなうときは大きい部屋を

使用できるよう予約をお取りするときに

調整していきます。

個別療育をメインにしているため、今後

も子ども一人に対して職員1人を配置で

きるようにしています。

運動をするときは靴下を脱ぐように声か

けをするなど、安全に配慮した中での個

別療育を実施できるよう今後も気を付け

ていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

10 1 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

13

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

12 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

13

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

2 5 6

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

12 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
13

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

7 3 3

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

12 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

9 2 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。

4 5 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

11 2

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

相談があるときはお子様に対応していな

い職員が聞く体制を整えていますが、お

子さんに聞かれたくない場合などがある

ときはその都度伝えていただけば、別日

での相談も受け付けています。また、心

理士が対応させていただくこともできま

すのでその都度相談いただければと思っ

ています。

支援学校に入学する前に親子のがっこう

で同意を得て話をする機会を設けるなど

したとがありました。今後も保護者の方

の意向をききながら必要な家族支援を考

えていきたいと思います。

保護者の方が一緒に療育の見学をしてく

ださる方が多いでの、今後も体調や昨日

や今日あったことなどお聞きすることが

多いので、今後も情報の共有をしっかり

としていきたいと思います。保護者の方

から、家庭や園であったことなど積極的

にお話をしてくださる方が多く、ありが

たいです。

毎回おこなうように心がけています。今

後もお話をする時間を療育の中で確保し

ていきます。

引き続きお話をすることや情報を共有す

ることを心がけていきます。

別の事業所を一緒にご利用されている方

や、同じ園に通われている方が同じ時間

帯に重なったときは、一緒に活動をする

こともあります。そういったときにお互

いお話をされている保護者の方もおられ

ますが、基本的には個別療育を中心にお

こなっていますので、今後も保護者会や

父母の会などを開催する予定はありませ

ん。

今後も実施した内容を書面で読んでいた

だくことに加えて、実施した内容の説明

を毎回丁寧におこなっていきます。

音楽療法等の行事の対象になるお子様に

個々にお知らせの紙を配布しております

が、基本的には個別療育が中心になるの

で、個別での連絡が今後もメインになっ

てくると思われます。

なるべく同じクラスのお子様が当たらな

いように配慮していますが、保護者の方

から了承をいただいている方に関して

は、友だちと一緒に活動をおこなうこと

もプログラムの中で取り入れて今後も支

援内容に沿った課題の設定をおこなって

いきます。あらかじめお伝えいただいて

いる方に関しては、接触をさけるよう予

約をおとりしていますので、お知らせく

だされば助かります。

併設されている施設と一緒に訓練をおこ

なうので、全利用児に訓練への参加がで

きていないのが現状です。周知ができる

ように配慮していきます。

避難訓練は年2回、BCP訓練は1年に1回

必ずおこなっています。周知がいきわ

たっていないようなので、契約時等に説

明をおこなってまいります。

基本的には、保護者の方がお部屋まで連

れて車から連れてきてくださり、帰りも

車まで連れていってくださっていますの

で、保護者の方への安全配慮をお願いし

ていきます。



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

10 2 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

13

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

13

29 事業所の支援に満足していますか。

13

非

常

時

等

の

対

応

契約時には必ず事故等が起きた場合は、

併設されている病院での診察をお願いし

ておりますが、周知徹底をおこなってい

きます。

満

足

度

保護者との信頼関係が、お子様の安心感

につながると考えていますので、いつで

も話ができる関係性を作っていきたいと

思っています。

「はい」と回答いただけたことに感謝し

ております。今後も一人一人の子どの育

ちをしっかりとみつめ、こどもたちが自

信が置てるようなお手伝いができるよう

引き続きサポートしていきます。

自分らしい子育てをみつけ、家族の笑顔

が増えるお手伝いが満足度に繋がってい

くと思っています。



（別紙５）

親子のがっこう
公表日 2026/1/19

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2

体を動かせる部屋と、机上課題等で集中しや

すい部屋と分けています。小さい部屋は、掲

示や物をおかないよう配置しています。

利用児の課題に合わせて部屋を確保できるよ

う予約時に確認しながら気を付けていきたい

と思います。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。

2

1対1対応をしています。また、担当の職員以

外にも療育中に母の話や相談ができる体制を

とっています。

1対1対応の中で、こどもに関わっているた

め、保護者の相談にのることが難しいことも

あるため、そういったときに手があいている

職員が対応できるよう連携を図ったいきたい

です。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
2

集中しやすい環境になるように机の位置など

配慮しています。

来客がこられたとき、電車が通った時など、

外の様子が分かりやすい環境であるため声か

けの入りやすい環境を整えていきたいと思い

ます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
2

消毒等、利用毎におこなっています。また、

コロナ以降、マスクの着用も継続して感染予

防に努めています。

引き続き、感染しないための予防をおこなっ

ていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。

2

基本的には、個々に個室で1家族がご利用でき

るようにしています。

きょうだいでご利用されている利用児が何家

族かおられ、保護者の方が部屋を行き来して

みてくださっています。どちらもみやすい位

置での様子観察ができる場所等をお知らせし

ていきたいと思います。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
2

個別前、個別後職員間で、共有し、次の課題

や支援方法について話をしています。

常勤職員が3名と少ないメリットとして情報を

共有しやすいため、話ができる時間の確保に

努めていきたいです。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
2

その都度、親子のがっこうに対しての要望を

言ってくださる保護者が多いことは、業務の

改善につながっていると思います。

評価として業務の改善に努めていきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
2

教材等の使用方法や改善方法等共有しやすい

環境になっています。

意見の伝えやすい環境や雰囲気づくりに努め

ていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2

講師の先生や併設の職員さん等みていただく

機会が多くあります。

外部評価をお願いする予定はありませんが、

色々な立場の人からのご意見を参考に運営に

努めていきたいと思います。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

2

研修のお知らせが来た時は、全員に周知する

ようにしています。

近場である研修には全職員で受講しに行くこ

とが今年度はできました。今後も幅広い知識

をみにつけていくことができるよう積極的に

研修を受講していきたいと思います。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

2

支援プログラムは個々のニーズや発達特性に

合わせて支援方法を考えています。

ホームページで公表しています。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。 2

保護者のニーズからできることを考えること

をしています。

保護者のニーズに合わせた目標設定の中で、

課題を細分化し、分かりやすい計画を作成で

きるよう今後も努めていきます。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。  2

職員全員で話しあえる機会が多いため共通し

た支援を提供できています。

関わる職員間で共有した計画作成となるよう

に意見を聞くことを今後も配慮していきま

す。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 

2

再評価の時の意見を職員から聞き取りをし

て、保護者に伝え次の計画の目標を保護者の

意見と職員からの意見をまとめ、職員での会

議をおこない目標をみんなで考える時間を

作っています。

ニーズに合わせた、こども一人一人に合わせ

た支援を考えていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 2

フォーマルなアセスメント用紙を活用してい

ませんが、日々の行動観察では、必要な行動

のメモなどおこなっています。

SM等の導入を考えています。
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16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 2

個別支援計画の中には、本人支援を中心にお

こなっていますが、毎回ご利用時に必要なご

家族の相談、ライフステージの変わり目の相

談などにのることができていると思います。

本人支援は具体的に分かりやすく表記するよ

うにこころがけながら、日々の相談に今後も

載ることができる信頼関係の構築を図ってい

きます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

2

子ども一人に対して2人の職員が関わることが

多いため、子どもの特性に合わせて時間配分

や課題の内容を話し合いながらおこなってい

ます。

小人数の事業所の良さを活かしていけるよう

チームワークを大切に支関わっていきます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

2

個別療育なため、活動プログラムが固定化す

ることはりませんが、ストレッチなどの体操

は毎回おこなうこともあります。

今後も必要な課題を子ども一人一人に合わせ

てプログラムを提供していくことができるよ

うにしていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

2

まずは、個別療育の中でしっかりと聞く力や

応じる力を身につけていきながら小グループ

の中での指示理解や集団の流れに合わせてい

く集団活動場面を提供することができていま

す。

基本的には個別療育中心ですが、就学前の少

人数のグループやことば音楽活動の集団活動

など、お子様に必要な集団を今後も提供して

いきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 2

少ない職員の良さを活かして、職員同士での

話し合いはしっかりとできるためチームで連

携した支援が提供できています。

今後も何をするのか打ち合わせや、関わり方

の共通理解のもと支援を提供していくことが

できるようにしていきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
2

職員数が少ないことのメリットを活かして、

支援後の振り返りや次回の支援内容について

話をすることができています。

職員間での情報の共有は今後も丁寧にしっか

りとおこなっていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
2

日々の記録は保護者の方にもみていただき、

必要があればコピーして渡し、様子の共有を

図るようにしています。

今後も支援の検証や改善につながるよう、ま

た、保護者の方や園の先生等がみられてもわ

かるような表記に心かけていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。

2

必ず半年に1回は再評価をおこない関わってい

る職員全員からの意見から次回の個別支援計

画に反映できるようにしています。

引き続き丁寧なモニタリングをおこない、保

護者の方にも再評価で行った意見等をお伝え

しながら次回の計画作成につなげていきま

す。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

2

日々の様子の振り返りや状況の確認ができて

いることで、児童発達支援管理責任者が参加

しています。

日頃からお子様一人一人の状況の把握をおこ

たらず、担当者等や保護者の方からの話を聞

くことをしっかりとやっていきたいと思いま

す。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

2

子ども家庭相談員の方や、保育園の先生に相

談できる場所が少しずつ増えてきたことで、

受給者証枠ではない保護者からの相談等も増

えてきました。

地域の関係機関との連携を図りながら、地域

の中で名前が浸透していけるよう、「相談す

るならここ」といってもらえるような事業所

を目指していきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。
2

保育園や学校行事に合わせて利用日を調整で

きるようにし、保育園や小学校を主体として

日々生活できる環境を整えています。また、

個別支援計画を保育園や小学校に渡してもら

うようにしています。

支援の共有ができる関係性を作ることができ

るよう日々相互理解できる関係性を考えてい

きます。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

2

支援学校は毎年情報共有を3月末におこなって

います。また、今年は初めて小学校の1校と療

育内容をお伝えして、支援の必要な部分を入

学前にお知らせるすることができました。

小学校の特別支援コーディネーターとの関係

の構築を目標に、小学校への引継ぎができる

機関を増やしていきたいと思います。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

31

2

スーパーバイズや助言等を受ける機会はあり

ませんが、自立支援協議会の中で子ども部会

をつくろうと思っています。

地域の中で相談できる場所として親子のがっ

こうが役割を果たせるような事業所になって

いけばいいなと知識や支援の向上を目指して

いきます。
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地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。

2

全利用児がどこかの園に所属しているため、

個別療育を中心におこなっています。

事業所としては、生活発表会や運動会など園

の行事を見に行かせていただいています。

児童発達支援では、個別療育が中心なため、

今後も地域との交流は考えていませんが、保

護者の方から依頼があれば、検討していきま

す。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

2

保護者の方との日々の生活の様子や、園での

様子をお話していただくことや相談をしてく

ださる保護者の方が多いため、共通理解が図

りやすくなっていると思っています。

おうちの状況や園の状況を細かく教えてくだ

さっているのでとても助かっています。今後

も相談しやすい雰囲気を作り共有できる環境

に配慮していきます。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

2

ペアレントトレーニング・・・等公な名前で

していませんが、家での困り事からまずは、

職員が取り組み、うまくいった事例で支援方

法をお伝えし、家庭でも取り組んでもらうよ

うに汎化させています。

家族支援としてアドバイスは引き続きおこ

なっていきますが、保護者の負担にならない

ように配慮しながらおこなっていきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。

2

契約時には必ずお時間を取って説明をするよ

うにしています。支援プログラムについて

は、個々で提供する療育内容が違ってくるの

で、個別支援計画で丁寧に説明するように心

がけています。

分かりやすい、丁寧な説明をこころがけてい

きます。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

2

保護者の方との日々の生活の様子や、園での

様子をお話していただくことや相談をしてく

ださる保護者の方が多いため、お子様の全体

像がみえやすく、思いやニーズをくみ取りや

すいと考えています。

児童発達支援計画の中にしっかりと思いやに

ニーズに基づいて作成していくことができる

よう今後もお話を大切にしていきます。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
2

お子様の様子など例をだしながら分かりやす

い説明をこころがけています。

今後も丁寧な説明をこころがけていきます。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

2

毎回利用時に、保護者の方と話ができるのが

親子のがっこうのメリットだと感じていま

す。前回話をしたことからの状況の確認がで

きること（病院や園の行事、家庭でのお出か

けの話など）から、子どもさんの様子を把握

しやすくなっています。

子育てのうれしかったことや、悩みなど話が

できる環境をつくっていくことで、親子で成

長をしていくお手伝いを今後もしていきたい

と思っています。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

2

同じ支援学校にいく年長児や、同じ悩みを持

たれている保護者同士を保護者からの意向が

あるときは、お話ができる会をセッティング

させていただいたり、仲介したりすることで

交流されている保護者の方もいらっしゃいま

す。

基本的には、個人情報の観点から妹局的に保

護者会等の開催はしていませんが、保護者の

方からの相談等の中で出てきた交流等の希望

に沿って支援をしていきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 2

職員全員がどの相談にものれるよう保護者の

悩みを共有することができています。

色々な悩みに対応できるスキルを今後も持ち

合わせながら、小規模な事業所の良さを活か

していきます。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

2

ホームページでお知らせなどを定期的に更新

するようにしています。

行事などは、お知らせの紙や口頭、または

メールで個人とのやりとりの中でお伝えする

ようにしています。

伝え忘れがないようにチェックをするなど全

職員で把握できるよう今後も発信していきま

す。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2

同じ園の利用児や、保護者の方から聞いた話

から、予約をするときに気を付けるようにし

ています。

保護者の意向やご意見をお聞きしながら、予

約を取るさいに全職員で周知し、十分留意し

ながら予約をお取りするように徹底していき

ます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。

2

口頭で伝えることでもメモで渡すことや、予

約日が近づいてくるとメールでお知らせする

ことに加え、何かあったときはいつでもメー

ルをいただけるような体制をとっています。

相手に分かりやすい伝え方ができるよう今後

も配慮していきます。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
2

地域住民を招待することはまだありません

が、別の事業所からの見学や、町のこども食

堂と連携することができています。

色々な人が親子のがっこうを知っていただけ

るよう地域に開かれた事業所を目指していき

ます。

31

2

スーパーバイズや助言等を受ける機会はあり

ませんが、自立支援協議会の中で子ども部会

をつくろうと思っています。

地域の中で相談できる場所として親子のがっ

こうが役割を果たせるような事業所になって

いけばいいなと知識や支援の向上を目指して

いきます。
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45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 2

全職員で会議をしてマニュアルの周知徹底を

図っています。

保護者の方にしっかりと周知できるよう努め

てまいります。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
2

机上と実地訓練と毎年おこなっています。 災害が発生したときにむけてしっかりと備え

をしていきたいと思っています。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。

2

契約前の見学の時や契約時に必ず把握するよ

うにし、フェイスシートに書き込んでもらう

ようにしています。また、保護者の方が医師

より意見書を書いてきてくださっている方も

いらしゃいます。

ありがたいことに病院が併設してありますの

で、重心のお子様のご利用日は、病院が開い

ている日時でお願いしていますが、今後も保

護者の方には協力を求めていきたいと考えて

います。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
2

親子のがっこうで食事をする場面はほぼあり

ませんが、食べる場合は保護者の方に持参い

ただくようお願いしています。

今後も基本的には食事をすることはないと考

えています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
2

危険な場所等がないか日々環境を整えていま

す。

今後も送迎等は考えていません。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
2

基本的には保護者同伴での療育なので、保護

者の目の届く範囲でお子様を見守っていただ

いています。

名前の由来通り、今後も親子の一緒の事業所

でありたいと思っています。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
2

すぐに共有し話をし、改善策を考えることが

でき早急な対応ができていると思います。

同じ事例がでないように、起こる前に気づけ

る職員の育成を目指していきます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
2

今年度は、全職員で外部研修を受けにいくこ

とができました。

積極的に今後も研修に参加できるような体制

を作っていきたいと考えています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 2

まだ、拘束等を行った事例がないですが、行

う場合には、マニュアルに沿って対応してい

きたいと考えています。

保護者の方と意志の疎通や連携、共通理解を

大切におこなっていきます。
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（別紙３）

～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 20名 （回答者数）
13名

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 2名 （回答者数）
2名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 知識や技術を高めていくこと。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

どこも利用できていない子供さんに枠をあけておきたいこと

や併設の病院からの紹介の枠をあけておくことが必要です

が、個別支援計画の目標に沿って終了を目指して取り組んで

いきます。

2

小学校に入学後指摘される方や、４年生頃になり、不登校に

なり相談にこられるかたや、学習についていけなくなり利用

を検討されはじめる保護者が多い。早期療育の重要性をもっ

と訴えていきたい。

3

個別療育を希望されてこられる方が多い

・保護者や子どもの困りごとに対応できる知識や柔軟性を持ち

合わせている職員が多いこと。

・常勤職員は療育に携わっている機関が10年以上の職員ばか

り配置できていること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用できる回数が少ないこと（基本的には月1回）

事業所の理念として早期療育をかかげているので、児童発達支

援に力をいれていきたいため、開所日がすくなくなってしまっ

ている。

送迎がない
車の所有（駐車場問題）

保護者が、フルで働いている人が増える

2025年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

2025年11月15日

○事業所名 親子のがっこう

○保護者評価実施期間
2025年　8月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

親子のがっこう
公表日 2026/1/19

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2

部屋の数に応じた利用人数で行っています。

また、課題の内容に応じた大きさの部屋を使

用しています。自転車の練習の要望があり、1

階の小児科の駐車場の空スペースで行ってお

り、外の活動のスペースが限られているのが

現状です。

保護者の方のニーズにこたえることができる

よう寄り添っていきたいと考えています。そ

のため、色々な工夫をこらし満足いただける

支援を提供していきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。

2

主に個別療育で行っているため、一対一の対

応をさせて頂いています。集団療育に於いて

もお子様の人数に対して一人の職員配置にな

るように行っています。

保護者のニーズが個別療育を希望される方が

多いことを受け、引き続き丁寧な個別療育を

実施できる環境を整えていきます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

2

セラピーマットを床に敷いて、転倒時等の怪

我防止のため配慮しています。

重心のお子様が利用されるときはエレベータ

を使用するなど保護者の方の負担を減らして

いけるよう対応しています。

利用児に合わせた環境の設定ができるよう適

切な支援につながるよう、分かりやすい構造

化された環境を提供していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

2

療育終了後には机や椅子、課題で使用した玩

具などを、感染防止のため消毒しています。

毎日の掃除の時間を設定して全職員で清潔な

環境を提供できるように心がけています。

コロナ後、消毒や換気、マスクの着用等おこ

ない感染防止につとめています。今後も継続

しておこなっていく予定です。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
2

部屋数は限られていますが、部屋を仕切り版

で区切り、視覚的に集中して活動しやすい空

間の確保に努めています。

お子様の課題に合わせてお部屋の提供を今後

もおこなってまいります。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
2

全職員でお子様の課題時の様子や、次回の課

題の設定について共有することができる環境

作りに努めています。

月1回のご利用で間が空いてしまうため、しっ

かりと把握するよう今後も努めていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
2

保護者様から頂いた要望や意見等を全職員で

共有して、貴重な意見にお応えできるように

心がけています。

貴重なご意見をもとに、業務の改善につとめ

てまいります。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。

2

担当の業務内容が分かりやすいように表にし

ていくことや、日々気づいたことを提案し取

り入れることができる環境ができていること

で、業務内容の改善に務めています。

職員同士で伝えあうことや話し合うことを大

切にできる関係性を今後も大切にしていきま

す。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2

多くの関係機関の方や、外部講師の方に毎月

来ていただき、貴重な意見を頂いており、風

通しの良い環境となっています。

必要があれば、外部での評価をお願いしてい

こうと考えております。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
2

研修に参加した内容を事業所研修として、参

加できなかった職員と共有することで資質の

向上を図ることを心がけています。

資質の向上が図れるよう、積極的に研修等へ

の受講を促していきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

2

支援計画の目標や、保護者様からの要望をお

聞きしてプログラムを作成しています。ま

た、活動を自由に見学して頂ける環境にある

ため、保護者にプログラム内容を理解して頂

ける環境だと感じています。

5領域に分けた支援プログラム等はホームペー

ジに掲載しておりますが、その中から一人一

人のお子様にあった支援内容をしっかりと保

護者の方に伝えていくことができるように努

めていきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

2

自由に活動を見学していただける環境である

ため、保護者のニーズを聞き取りやすい環境

だと感じています。また親子のがっこうの利

用は基本的に月1回の方が多く、聞き取った

ニーズを次のご利用時に取り入れることがで

きるように努めています。

月1回でも満足いただける支援を提供できるよ

う職員の資質の向上を目指していきます。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
2

担当のお子様について多職種で話し合う機会

が多く、専門的な支援方法を教えてもらうこ

とや、相談できる環境があると感じています

月1回の利用だからこそ子どもの成長が見える

こともあったり、変化に気づきやすい場合も

あるので、今後もしっかりと寄り添った支援

を提供していきます。
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事業所における自己評価結果（放課後等デイサービス）公表



14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
2

関わっている職員全員で個別支援計画の案を

考えることができているため、全職員の意見

が反映された計画となっています。

今後も計画に沿った支援をおこなうことがで

きるよう職員間での共有を大切にしていきま

す。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。 2

検査結果などを見せていただきながら日々の

行動観察の様子を大切にアセスメントするよ

うにしています。

SMなどのフォーマルなアセスメントの導入を

考えています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

2

家族に関することや、ライフステージの変わ

り目などの相談等の色々な相談に対応するこ

とができいています。また、必要があれば、

地域につなぐ支援もできています。そのた

め、個別支援計画には本人支援を中心とした

具体的な支援内容を記載しています。

幅広い支援ができるよう職員の質の向上を目

指していきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

2

基本的には、個別療育なので、個々の教材を

子ども一人一人に合わせて立案していますが

異職種が関わる場合は、時間の区分けや関わ

る順番などを子どもに合わせてプログラムを

立てています。

発達特性に合わせた活動の順番等を、子ども

の状況に合わせて臨機応変に対応できるよう

職員の質の向上を目指していきます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

2

活動が固定化することはありません。また、

目標の達成から、地域につなげていくことや

家庭や学校生活に汎化していくことができる

よう支援しています。

地域につながる支援を目指して活動内容を考

えて実施していきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

2

保護者の聞き取りや、職員の評価から必要が

あれば目標の近いお子様同士での集団（2人）

をおこなっています。現在利用されているお

子様に関しては個別療育での丁寧な関わりが

必要なお子様が多いです。

必要に応じた支援の方法を考えながら、一番

適した支援方法を提供できるように個別支援

計画に反映していきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
2

2人で関わる場合は事前に時間区分や関わる順

番、共通の声かけなどを確認しています。

職員同士でのシュミレーションや共通の関わ

り方等の認識の確認など、チームでの連携を

大切に今後も支援に携わっていきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

2

1人で対応する個別場面でも、次回の療育の改

善方法や成長を振り返ることができていま

す。全職員にこども一人一人の様子を共有で

きていることが親子のがっこうのいいところ

だと思っています。

支援の前後での話し合いを今後も大切にして

いきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。

2

初めておこなった課題をカルテで保管し、今

後の支援の改善や達成への検証をおこなうこ

とができるようにしていることや、日々の様

子をカルテで記載し、保護者の方にも共有し

てもらっています。

次につながる支援の検証をしっかりとおこ

なっていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
2

必ず半年に1回はおこなっています。保護者、

関わっている職員の意見を聞いて次の個別支

援に反映させています。

しっかりと話を聞いてニーズに基づいた支援

計画となるように適切な見直しをおこなって

いきます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。

2

自立支援としてのできることを増やしていく

ことを中心におこなっていきますが、その中

で、手先操作をしながら製作活動をしたり、

地域交流、余暇支援を子どもの必要な発達支

援を提供しておこなっています。

ガイドラインに基づきながら、子ども一人一

人に合わせた必要な支援を提供していくこと

ができるよう配慮していきます。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
2

自分で決めることができる場面（シール帳の

絵など）を多く提供できるよう工夫していま

す。

自己肯定感を高めていくことができるような

環境を今後も提供していきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

2

全利用児の状況を職員間全員で共有している

ので、誰でもいくことができますが、基本的

には、児童発達支援管理者が参加しておりま

す。

今後も全利用児の状況をみんなで把握し、誰

でもいつでも対応できるように小さい事業所

のメリットを最大限に活かしていきたいと

思っています。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

2

重心のお子様は病院が併設しているので、安

心して利用いただけると感じています。病院

の受診が可能な時間帯で利用をお願いしてい

ます。また、受給者証をお持ちでない地域の

不登校児の相談や対応等も行政と連携してお

こなうことができています。

地域の色々なところに事業所を知ってもらえ

ることができるよう連携や協力をしていきな

がら、宣伝活動をしていきます。
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28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

2

送迎等がないので、学校と直接連絡等を取る

機会はありませんが、個別支援計画をお母さ

ん経由で渡してもらうようお願いしていま

す。

個別支援計画を小学校に保管してあるサポー

トファイルに綴じてもらえるよう保護者の方

にコピーをお渡ししていくことを徹底してい

きます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

2

児童発達支援で利用してくださってた方の

フォローで開所しているのでそのままご利用

いただいている方がほとんどです。また、放

課後等デイサービスからの新規の利用の方に

関しては、初めて受給者証を取得していただ

く方が多くいらっしゃいますので、就学前の

アセスメントを丁寧におこなっています。

保護者の方や相談支援事業所の方と連携を図

りながら理解に努めてまります。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

2

個別支援計画に沿って目標が達成になってく

る、ご利用期間が2～3年の方が多いため、大

人のサービスへ移行する前に終了になってい

ます。

終了後5年間はカルテの保管をしておりますの

で、必要であれば情報の提供をさせていただ

きます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

2

今年度は職員研修も兼ねてセンターではあり

ませんが、センター的な役割も果たされてい

る地域と連携された事業所への見学を2事業所

させていただき、職員の意欲の向上や意見交

換など充実した研修機会となりました。

必要に応じて地域のセンターとも連携を図っ

ていきたいと思います。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
2

今年度は初めて、地域の子ども食堂へいき、

一緒に活動させていただきました。

ご要望があれば、来年度も引き続き子ども食

堂への参加を考えていきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

2

積極的に声をかけさせていただき、子どもの

部会も先導して作っていきたいと動いており

ます。

過ごしやすい地域や必要なサービスの構築等

地域へのアプローチを今後もしていきたいと

思っています。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。

2

1か月に1回のご利用の方が多いため、1か月

の様子を保護者の方と話をすることが必然に

なってくるため、しっかりとお話を聞く時間

を設け状況の把握をおこなっています。

今後も保護者の方とお話をする時間を大切に

しっかりと傾聴していくことで課題の整理で

あったり、状況の理解をしていき発達に合わ

せて支援につなげていきます。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

2

個別療育の中で職員がまずは取り組んでみ

て、うまくできた方法を見ていただき、ご家

庭でも実践していただくようにしています。

「ペアレントトレーニング」といったことば

で今後もお伝えしていくことはありません

が、親子ので学ぶ場所が「親子のがっこう」

のコンセプトでありますので、子どもも親も

過ごしやすい環境を作っていくことができる

よお手伝いさせていただきます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
2

契約時には書面をみながら口頭での説明をお

こなっています。
丁寧な説明をこころがけていきます。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。  2

個別支援計画には、子どもや保護者のご意見

を記入する欄を設け、ご家族の意向を必ず伺

うようにしています。

今後も丁寧な面談の中で、ご家族の意向を聞

き取り、個別支援計画に反映しっていきま

す。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
2

書面を見せながら口頭での説明をするように

し、同意をいただいております。

今後も保護者の方から同意をいただき、支援

内容の丁寧な説明をこころがけていきます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。

2

小学校になると、本人に聞こえない場所での

相談も増えてくるため、その都度、保護者の

みで別日にきていただくことや、環境に配慮

したり、メールや電話での相談にのるなど対

応させていただいております。

色々な悩みに対応できるスキルをもって対応

できるように今後も研修や勉学に励んでいき

ます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

2

保護者よりご希望があれば、同じ学校に通っ

ているお子様同士で同じ時間帯や前後にする

など、話ができる場をつくるように配慮して

います。

保護者会や交流会等の希望があれば検討して

いきたいと思います。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
2

何か気になることや、対応してほしいことな

どがあれば、その都度保護者の方からお伝え

くださっている方が多いため、苦情になるこ

とがないのだと考えています。

苦情になる前に対応できるように配慮してい

きたいと考えておりますが、そうなる前に保

護者の方との信頼関係をしっかりとつくって

ける人材を育てていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

関

係

機

関

や
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と
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携



42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

2

ホームページで、土曜日の開所日や、平日の

お休みの日をお伝えするようにしています。

行事等に関しましては、該当するお子様に書

面でお知らせしたり、出欠の連絡がない方に

再度口頭でお伝えしたり抜け忘れがないよう

に心がけています。

活動の概要に関しましては、個々で活動内容

が違うこと、個人情報の観点から控えさせて

いただきます。掲示等、保護者の方に必要な

情報を発信していけるようにしていきます。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2

同じ学校等の情報から同じ時間帯に重ならな

いように配慮しながら予約をおとりするよう

にしています。

今後も個人情報の取り扱いに気を付けながら

運営をしていきます。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
2

書面や口頭、メールを使用しながら疎通しや

すい方法でのお知らせに心がけています。

利用者に伝わりやすいお話の仕方やご説明を

今後も心がけていきます。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

2

別事業所の方が見学や実習に来られる方や、

不登校のお子様が遊びに来られることなど、

地域への浸透が少しずつできてきていると感

じています。

地域の方に名前や事業が周知してもらえるよ

う事業運営をしていきたいです。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
2

マニュアルに沿って訓練や研修をおこなって

います。

保護者の方には、訓練の日にご利用がないと

訓練に参加していただけないため、今後は訓

練日を掲示するなどしながらお知らせしてい

きます。。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
2

BCPに沿った備えや避難訓練や研修の機会を1

年に1回はおこなうようにしています。

今後も必ず1年に1回はおこなえる体制をつ

くっていきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。

2

契約時や契約前の見学時に確認をおこなって

います。服薬状況等は来所時に確認するよう

にしています。また、ご利用後発症された方

に関しては医療の指示書をご持参くださって

います。

今後も、こどもの状況をしっかりと把握でき

るよう来所される度に服薬変更などのお話を

聞かせていただくよう配慮していきます。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。

2

食事をすることがほとんどないのですが、ア

レルギーについての聞き取りはおこなってい

ます。

食事動作訓練を行う時は、今後も保護者の方

にもってきていただくことや、ご家族に了承

を得たお菓子を使用するように気を付けてい

きます。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
2

段差等部屋の環境には気を付けています。
来年度も送迎をする予定はありません。安全

面での管理は怠らずに実施していきます。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
2

保護者の方と一緒に療育参加をしていただい

ているので、きょうだいの安全面については

保護者の方にお願いをしています。

保護者の方が一緒にお部屋の中で子どもの様

子をみてくださっている状況を今後も続けて

いきたいと考えています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
2

すぐに危険な場面を共有するようにし、改善

を図っています。

今後もヒヤリハットからの学びを大切に次に

活かしていくことができるよう共有すること

に重点をおいていきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。

2

研修を必ず1年に1回はおこなっています。ま

た、保護者の方が見てくださっている中での

療育なので、虐待場面がおこることはありま

せん。

虐待となりえる場面を想定しながら今後も研

修の機会を確保していきます。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。 2

まだ、身体拘束になったケースはありません

が、マニュアルに沿って進めていきたいとお

もいます。

保護者の方との話し合いをしっかりとおこな

い同意のもとで実施していけるよう配慮して

いきます。
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（別紙４）

親子のがっこう
公表日 年月日

利用児童数 ２０名 回収数 １３名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

13

なし

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

11 1 1

なし

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 10 3

なし

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
13

なし

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

13

なし

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
13

なし

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。
13

なし

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。 12 1

なし

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

12 1

なし

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
12 1

なし

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
6 2 1 4

なし

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
13

なし

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
13

なし

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

8 2 1 2

なし

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
13

なし

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

13

なし

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

13

なし

部屋の温度があがりづらく、寒さ対策と

して新たに電気マット等購入しました。

１か月に１回の利用となっているため、

１か月の様子の聞き取りを丁寧におこな

い必要な支援につなげていくようにして

います。

おおまかなプログラムの中からひとりひ

とり違った支援を提供しています。

毎回利用時に丁寧な聞き取りや保護者の

悩み等をお聞きすることで個別支援計画

を作成するときの意見として反映してい

ます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

移行支援に移る前に終了になる方が多い

こと。家族支援は必ず毎回行っているた

め、特記部分に記載しています。具体的

な支援内容うは本人支援を具体的に記入

しています。

計画に沿った支援をおこなっています。

計画に沿った支援内容なため、固定する

ことはありません。

計画の中で必要なお子様のみにお声かけ

させていただき、集団活動として子ども

食堂に参加させていただきました。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

体を使った運動を行う部屋と、机上学習

（集中できる小さい部屋）と用意してい

ます。

基本的に個別なので１対１での利用と

なっています。

子どもに合わせて使う教材のみを出すよ

うにしものを減らし集中できる環境を整

えるようにしています。

一緒に子育てをしている気持ちです。全

員お母さん職員などで共感はしやすいと

感じています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時に説明をおこなっております。

書面を見せながらの口頭説明をおこなっ

ています。

家族でできる支援をそれぞれに考えてい

ますので全体にペアレントトレーニング

という名目でお伝えすることはありませ

ん。また、研修会の情報等は、掲示板に

貼ってお知らせはしています。

毎回、子どもの様子観察や家庭や小学校

での様子をお聞きするようにしていま

す。

毎回療育の振り返りをおこなうのでその

ときに困り事やその他の相談等にのらせ

ていただいています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 2 2 5

なし

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
11 2

なし

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
12 1

なし

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 6 3 4

なし

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

13

なし

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 10 3

なし

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
8 1 4

なし

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
10 3

なし

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
9 4

なし

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

12 1

なし

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

12 1

なし

29 事業所の支援に満足していますか。

13

なし

個別療育を希望されている方がほぼなの

で、交流する機会を定期的に持つことは

今のところしていませんが、個別の前後

で、仲良いご家庭同士（事前に聞き取り

をおこなっている保護者同士のみ）が話

できるよう配慮して予約をお取りするこ

とはしています。

書面や難しい時はメールや電話で伝えた

り、保護者の方のご希望に合わせて伝達

しています。

ホームページで閉所日等の更新をおこ

なっていますが、確認事項等は直接保護

者の方とすることが多いです。

わざわざ、相談に申し入れをおこなわれ

る保護者の方はいらっしゃらず、相談事

はその日に対応し、いつでも相談の行け

入れができる状況です。

利用日の前後等での同じ小学校等での配

慮はしています。

マニュアル等は契約の時にお伝えするよ

うにしています。

定期的に併設されている、病院や介護施

設と合同でおこなっております。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

こどもも、保護者も毎回何かを得られる

場所でありたいと思っています。

まだ、実際に事故発生事案がありません

が、病院と連携していけるよう体制を整

えています。

何をするのか理解して来所されているの

で、やることや見通しがついて来所され

ていると思っています。

目的をもっての来所（こうなりたい、こ

れができるようになりたい等）となるよ

うな場所でありたいです。

送迎は今後も予定がありません。

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙４）

～ R7年8月31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ R7年10月31日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R7年8月31日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
集団の中で先生方ができる声掛けや環境づくりなど、より具

体的に分かりやすく提案できるようにしていきます。

2

小学校への訪問時には事前に学校での取り組みや見学場面の

選定などを行い、訪問時間を有効に使うことができるように

していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
こどもの状況や訪問先でのニーズに合わせ、非常勤職員と日

程を調整し、訪問できるようにしていきます。

2

医師からの助言があった時は保健師と連絡をとることや、相

談支援事業所の計画時に確認をするなど、共通理解を増やし

ていきます。

3

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援、助言を行うことができている。

作業療法士や公認心理士が訪問支援員として訪問し、専門的な

視点から分かることを伝えるようにしています。

必要なときにこどもの状況を保護者や訪問先と伝え合い、こど

もの健康や発達の状況、課題について共通理解ができている。

対象時が全員、児童発達支援、放課後等デイサービスでの個別

療育を利用しているため、日頃から、保護者の方と話をする時

間を作り、園や学校での様子や困り感を伺うようにしていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問できる日時の枠が少なく、頻度を高めることが難しい。 事業所が小規模なため、職員数を増やすことができないため。

訪問の開始や終了、頻度について関係機関と話し合う機会が少

ない。

保護者や訪問先とはその都度話をし連携できているが、他機関

からの意見を伺う機会がないため。

R7年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年11月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年8月1日

○事業所名 親子のがっこう

○保護者評価実施期間 R7年8月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

親子のがっこう
公表日 2026/1/19

利用児童数 2025/8/1～2025/8/30 回収数 8

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。

4 2 2

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。

6 2

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。

7 1

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。

7 1

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
7 1

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
8

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。 8

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
7 1

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。 7 1

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

8

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
7

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
7 1

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
7 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。 3 2 3

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
8

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

7 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

8

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。 7

無回答　１

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
7

無回答　１

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
7

無回答　１

保

護

者

へ

の

説

明

等

園の行事等で保護者の方への相談より園優先で決めさせていただく

ことが多いですが、訪問の日時等はお伝えしていますが、より細か

くお伝えしていきます。

今のところ1名のみしか訪問に行く職員がいないため、職員の知識と

経験を高め、ご希望の支援が提供できるようにしていきます。

引き続き、発達に即した合理的配慮の中での支援方法を模索してい

きます。

引き続き、子どもと保護者のニーズを聞き取って課題の分析をおこ

なっていきます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

課題の内容の報告だけではなく、園や家庭の様子等色々なことをお

伺いさせていただきながら、課題の設定にも役立っておりますの

で、色々なご意見やこんなことをしてほしい・・・等積極的に話を

していただける雰囲気を作っていけたらと思っています。

園の先生の意向よりは、保護者の意向を尊重していますが、園の先

生から「こうなってほしい」「こんなときはどうする？」に対応し

てその都度対応を今後もしていきたいと思っています。

何故、訪問に行ってほしいのか…保護者の方からのニーズを踏まえ

た上で計画を作成できるようこころがけていきます。

引き続き、計画に沿った支援を行ってまいります。

園の行事や時間帯など迷惑にならないよう今後も園の先生にお伺い

しながら訪問を実施していきたいと考えています。

契約時にお伝えしていますが、1名どちらともいえないと回答されて

いますので、丁寧な説明をこころがけていきます。

支援内容の説明時には、記録と口頭で説明しますが、口頭内容の中

では計画の目標等に触れることもありますが、毎回計画を示してい

ませんが、コピーをお渡してしていますのでご確認いただけたらと

思います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

こちらの教材を持参していく場合に保護者の方にどのような物を持

参したのかは後でお伝えすることにしていますが、持参しなかった

ときには保護者の方に伝えていないので、「わからない」等の回答

になったと考えられます。訪問の目的を保護者の方にきちんとお伝

えしていくようにいたします。

保育園の部屋の中での着替え動作であったり、トイレ動作等の練習

をする場合は友だち等が見えない時間帯に練習をさせていただくよ

う、今後も園にお願いをしていきます。

どちらともいえないと回答された方が1名いらしてので、説明を十分

におこなっていきます。

掲示を事業所内でしていますが、口頭でご案内することはしていな

いので目にとまりやすい掲示の仕方を工夫していきます。

今後も保護者の方と情報の共有を図ることを大切に関わっていきた

いと思います、

毎回お話をする機会を設定しますが、「どちらともいえない」と回

答された方が1名いらっしゃったので、意思疎通がうまくいくよう傾

聴することをこころがけていきたいと考えております。

今後も保護者の方の意向やニーズをしっかりとうけとめて支援をし

ていきたいと考えています。

いつでも相談にのることができるようにしていますが、相談しにく

い雰囲気があるようでしたら改善していきたいと思います、

園の中でできる支援方法を考えていきます。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
6 1

無回答　１

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
7

無回答　１

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。 3 3 1

無回答　１

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

6

無回答　１

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
5 2

無回答　１

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
6 1

無回答　１

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。

6 1

無回答　１

28 事業所の支援に満足していますか。

7

無回答　１

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

今後も園の中での安全に気を配りながら関わっていけるよう立ち位

置等きをつけていきます。

嫌がっているお子様がおられましたら、相談してくださるようお願

いいたします。

満足していただける支援を今後も提供してまいります。

保護者の方を含めた担当者会議等がないため、保護者の方が直接や

りとりをしている内容を見ることはないと思いますが、話をした内

容はお伝えするように心がけています。

記録と口頭での説明を今後も丁寧におこなっていきます。

ホームページでみていただくようにしていますが、保護者の方にお

知らせを徹底していきたいと思います、

個人情報の取り扱いに関して十分留意していきます。

大雨や大雪など警報がでた場合は園に直接確認し保護者の方にはそ

の後お伝えするようにしていますが、保護者の方が安心できるよう

分かりやすく説明していきます。



（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

ご意見や説明もとても分かりやすくアド

バイスをいただけて保育に活かせていま

す

保育場面の中での声かけの方法やタイミング

などを振り返りながら、具体的に先生が取り

入れられそうな方法を一緒に考えていけたら

と思っています。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。

知識や技術など引き出しも多く勉強させ

ていただくことが多いです 園や小学校で活用できそうな支援を考えてい

くことが必要だと思っています。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。

療育の様子であったり園での集団の様子

からいろいろ教えて頂いています。
園の中で、先生が負担にならない支援を提案

できるよう今後も園の先生の立場になって支

援方法を考えていきます。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

相談ができないことが一番なので課題や

困りごとが解決されています。
今後も良好な関係性を保つことができるよう

にお話を聞かせていただけたらと思っていま

す。

5 事業所からの支援に満足していますか。

大変満足しています。
今後も満足いただける支援になるよう研鑽し

ていきます。

親子のがっこう

　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　年　　　月　　　日　　　回収数  2

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙７）

親子のがっこう
公表日 2026/1/16

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

1

児童発達支援や放課後等デイサービスを本事

業所で利用くださっている方のみなため、療

育で使用している教材を実際に持参してみて

いただいていたり、使用している補助具をお

渡しして学校や園でも使用していただくよう

にしています。

訪問先の先生に口頭のみではなく、実際の現

物を見ていただきながら説明していくなど分

かりやすい支援ができるよう今後も配慮して

いきます。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

1

1人1時間以上確保できるよう1名の職員で対

応できる範囲での訪問となるよう調整してい

ます。

職員数が少ないため、希望通りに訪問が実施

できていない場合もあり、職員の確保や、時

間内で訪問できる場所の取り方に注意してい

きたいと思います。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
1

訪問後、園での様子を全職員で共有するよう

にしています。

職員で共有していくことで、アイディアなど

を出し合うことで、一番良い支援方法を提供

していけるようにしていきます。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
1

保護者の意向をしっかりと汲み取り、職員間

で話し合いをおこないながら、訪問支援につ

なげていっています。

訪問後の振り返りを保護者の方としっかりと

おこなっていくよう業務改善を図っていきま

す。

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
1

ほぼ1名訪問員がおこなっているので、抱え込

まないよう支援方法を全職員で考えていくよ

うにしています。

訪問の頻度や効率の良い訪問方法等の工夫を

しながら職員の負担軽減につなが絵ていきた

いと思います。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

1

第三者委員による外部の評価はお願いしてお

りませんが、別の事業所等の出入りが多くご

意見をいただく機会は多くあると考えていま

す。

必要があれば、外部の評価を第三者委員にお

願いしていこうと思います。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

1

訪問に特化した研修はしておりませんが、今

年度初めて圏域での保育所等訪問支援事業に

関する会議をおこなっていくこととなり参加

させていただきました。

圏域の保育所等訪問支援員同士での意見交換

や質の向上を目指した研修会等を開催してい

くことができるよう別事業所と協力して実施

していきたいと考えています。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。 1

保護者のニーズと園の先生との話を含めて個

別支援計画を作成するように努めています。

園で過ごしやすい環境を園の先生と一緒の考

えていきながら整えていくことができるよう

な支援力をつけていきます。

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。
1

職員数が少ないことがメリットなので、全職

員で一緒に支援方法を考えたり、共通理解を

したうえでの計画作成ができています。

今後も計画の中に、保護者やこどもの思いを

共有しながら必要な支援が提供できるようこ

ころがけていきます。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
1

園長先生や担任の先生からしっかりとききと

ることができています。

今後も連携した支援となるようこころがけて

いきます。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。

1

計画作成のときは職員と再評価をしたあと、

保護者の意向等も踏まえた後会議を開催しそ

れぞれの意見を集約するように努めていま

す。

今後も、みんなの意見が反映された個別支援

計画となるよう留意しながら作成に携わって

いきます。

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
1

必要があれば、観察するために表の記入等も

作成し、行動観察に活かしていますが、担任

の先生方の負担にならない訪問支援をこころ

がけています。

今後も園や小学校先生方の負担にならない支

援方法を考え提供していければと思っていま

す。

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。 1

先生にとってわかりやすい支援となるようこ

ころがけています。

今後も分かりやすくお伝えしていきながら支

援を提供していきたい思います。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
1

支援計画に沿った支援となるよう職員間での

共有をおこなっています。

今後もチームの連携を大切に支援の提供にあ

たっていきます。

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 1

前日に話し合うことが多いです。
少ない職員人数のメリットを活かして今後も

チームでの連携を大切にしていきます。

事業所名

環

境

・

運

営

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

1

訪問後職員間で、子どもの様子等を全職員に

共有することができています。

園での様子を共有することで、訪問職員以外

の職員が、親子のがっこうでの療育の中での

支援とたらし合わせたり修正や改善すること

ができるよう全職員で話し合うことを大切に

時間を確保していきます。

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
1

訪問施設へ失礼のないようまた、お邪魔にな

らないよう配慮しています。

訪問させていただける園や小学校の思いを大

切に、訪問させていただきます。

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。

1

訪問時には先生方や子どもたちの邪魔になら

ないよう小さなメモを持参し、後日保護者の

方に記録を読んでいただきながら口頭での説

明もおこなっています。

支援の方法や園での様子をわかりやすくお伝

えすることができるよう今後も努めていきま

す。

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。 1

毎回訪問後に保護者の方に様子を伝えること

ができ、園の先生と話をしたことを共有する

ようにしています。

訪問前後での保護者の方としっかりお話をす

る機会を今後もつくっていきます。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

1

全利用児の様子や状況を把握できるほど、職

員間での共有ができているため、児童発達支

援管理責任者が会議に出席することが多いで

す。

会議等での課題や別事業所での様子の共有も

含め、職員間での子どもの状況の把握に今後

も努めてまいります。

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
1

必要に応じて様々な機関と連携を図ることが

できています。小学校や園の先生とのつなが

りも増えてきました。

今後も必要に応じた連携を図りながら支援を

おこなっていきます。

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

1

訪問で伺っている園に、小学校の先生もきて

いただいて、直接支援方法等の引継ぎをおこ

なわさせていただくなど、現段階での状況を

分かりやすくお伝えできるよう心がけていま

す。

ご家族が安心して次のライフステージにう

つっていくことができるようサポートしてい

きたいと考えています。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
1

必要に応じて別事業所の先輩方に分からない

ことを教えていただいたり、助言をいただい

ています。

スキルを高めていけるような研修や勉強を今

後もしていきます。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。

1

圏域での訪問支援の集まりをつくることがで

き、微力ながらもお手伝いさせていただきま

した。

今後は、訪問に直接かかわっている支援員同

士での意見交換であったり、スキルの習得等

話し合える場を作っていけたと思っていま

す。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
1

訪問前に、最近の園での様子や、保護者がみ

てきてほしい場面を聞き取り、訪問後にお伝

えすることができています。

利用回数の少ないお子さん等抜けがないよう

にお伝えすることができるようチェック表等

活用しっていきます。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 1

訪問支援の中では、園の先生に対して助言を

おこなっていますので、保護者の方に対して

のプログラムは実施しておりません。

園の先生がすぐにできそうな支援をお伝えす

ることができるよう、スキルアップを目指し

ていきます。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

1

契約時に必ず、書面と口頭での説明を丁寧に

おこなうようにしています。

保護者の方に伝わっていない評価もいただい

ておりましたので、丁寧な説明をこころがけ

ていきます。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
1

相談支援事業所との担当者会議の中でお伝え

することができています。

今後は終了の目途等見通しをもった説明に心

がけていきたいと思います。

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。 1

計画の作成にあたって保護者、支援員、園か

らの聞き取りを踏まえ作成するようにしてい

ます。

今後も関わっている人みんなからの意見をき

きながら思いを組みこんでいけるような計画

にしていきます。

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
1

書面で見せながらの口頭説明をするように心

がけ、想定できる実際の場面でのイメージが

わくような伝え方をしています。

丁寧な説明を今後もこころがけていきます。

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
1

訪問を利用されている方はみなさんが、個別

療育を利用されているため、利用の度に話を

聞くようにしています。

話しやすい、相談しやすい関係性を今後もつ

くっていきます。

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。 1

訪問支援を利用されている方での保護者会等

の企画はしていません。

今後保護者の方からご希望があれば検討して

いきます。

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 1

電話、こちらに来所してくださっての相談、

メール等どんな形の相談にも対応できるよう

にしています。

相談に丁寧に対応することを今後もこころが

け、保護者の方から頼りにしていただける存

在でありたいです。
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34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し

ているか。 1

訪問の通信やHPでの掲載等はしておりませ

ん。連絡等は保護者個々でのやりとりをさせ

ていただいております。

保護者の方からご要望があれば検討していき

たいと考えています。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

1

パソコン等個人情報が入った機材等を訪問先

にもっていくことはせず、必要なところだけ

をプリントアウトして持参するようにしてい

ます。

今後も個人情報に留意するように努めていき

ます。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
1

分かりやすく伝えることや、メモで渡すなど

その都度利用者さんによって伝達方法の工夫

をしています。

今後も分かりやすい丁寧な支援をこころがけ

ていきます。

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
1

対象利用児以外の相談にも訪問時間後にのる

ようにしています。

園や小学校の困り感やニーズに合わせた支援

の提供を今後も実施していきます。

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
1

訪問時間終了毎に、子どもの様子や担任の先

生とお話した内容を園長先生に伝えるように

しています。

しっかりと連携がとれ信頼関係を築いていき

ます。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
1

親子のがっこうに次こられたときに、園での

様子や支援方法など園の先生と共有した内容

をお伝えしています。

今後も、分かりやすくイメージしやすいよう

な説明をこころがけていきます。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

1

パソコン等個人情報が入った機材等を訪問先

にもっていくことはせず、必要なところだけ

をプリントアウトして持参するようにしてい

ます。

今後も個人情報に留意するように努めていき

ます。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
1

相談支援事業所との担当者会議の中でお伝え

することができています。

今後は終了の目途等見通しをもった説明に心

がけていきたいと思います。

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 1

訪問時は、園の指示に従い対応していきま

す。

訪問している職員との連絡調整等発生を想定

した話し合いやマニュアルの見直しをおこ

なっていきます。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1

送迎等は訪問で実施していませんが、職員の

訪問先までの運転には十分注意して走行でき

るよう余裕をもって移動時間を考えていま

す。

あわてず訪問先までいけるよう余裕を持った

時間配分をしながら安全運転を心がけていく

よう再度周知をおこなっていきます。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

1

訪問先での対応時でのヒヤリハットをまだ意

見としてでていませんでした。

訪問先での対応時でのヒヤリハットをまだ意

見としてでてきていないので、来年度から

は、訪問でのヒヤリハットも検討していきま

す。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。

1

訪問先では、園の先生と子どもの関わり場面

を見ることが多く直接的な関わりの中での虐

待につながるようなケースはみられません。

小学校や園訪問の中で虐待に対する意識を持

ちながら支援にあたっていきます。

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

1

危険な行為等があった場合は制止を促す場面

が園の中でもみられますが、保護者の方にも

報告をし、親子のがっこうで気持ちのコント

ロール等の練習をしていくようにしていま

す。

療育と訪問が連携しておこなえるよう、保護

者のご意見や、子どもの気持ちを踏まえなが

らよりよい支援ができるよう今後も関係性を

構築していきます。
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